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やると決心すればあとは簡単 
何事も決めたら敢然とスタートを切ろう。難しいと 
思うから、難しくなる。サッとやれば、スッとできる。 

では。 

  
 

 
  

                

                

                

                

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

             
 

一
期
一
会 

こ
こ
数
年

、
耳
に
す
る
「

ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ

ー

」
と
は

、
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
商
習
慣
で

、
十
一

月
の
第
四
木
曜
日
に
祝
日
と
な
る
「

感
謝
祭

」
の

翌
日
の
金
曜
日
を
指
し
ま
す

。 

こ
の
感
謝
祭
は

、家
族
や
親
し
い
人
々
と
食
卓

を
囲
み

、収
穫
や
日
々
の
恵
み
に
感
謝
し
て
祝
い

ま
す

。
そ
の
翌
日

、
小
売
店
が
消
費
意
欲
を
喚
起

す
る
た
め
に
大
規
模
な
セ
ー
ル
を
実
施
す
る
よ

う
に
な
り

、 「

ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー

」は
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。 

一
方

、日
本
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー

は

、ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
明
確
な
起
源
や
固
定
さ

れ
た
日
付
は
存
在
し
な
い
と
い
い
ま
す

。多
く
の

企
業
で
は

、
十
一
月
二
十
三
日
の
「

勤
労
感
謝
の

日

」に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う

で
す

。 
近
年
で
は

、
生
産
・
流
通
技
術
の
進
歩
に
よ
り 

私
た
ち
は
高
品
質
な
商
品
を
驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ

ー
ド
で

、手
頃
な
価
格
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た

。 

だ
か
ら
こ
そ

、私
た
ち
は
購
入
し
た
品
物
に
対

し
て

、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち

、
大
切
に
使
う
姿

勢
が
求
め
ら
れ
ま
す

。そ
れ
は

、単
な
る「

モ
ノ

」

で
は
な
く

、多
く
の
人
々
の
尽
力
に
よ
っ
て
自
分

の
手
元
に
届
い
た

、ま
さ
に
一
期
一
会
の
出
会
い

と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。 

◆
物
へ
の
感
謝
を
深
め
ま
し
ょ
う

。 

「
職
場
の
教
養
」
よ
り 

 

 
明 
朗 
・ 
愛 
和 
・ 
喜 
働 

 

笑
う
門
に
は 

11 
 
 
 
 
 
 

福
来
た
る 

郡山城 (広島県安芸高田市) 
 

中国地方全域を統一した武将・毛利元就。彼が勢力を拡 

大するなかで、一貫して本拠としたのが郡山城だ。 

最盛期に本丸、二の丸、三の丸と、200以上の曲輪を備え 

た巨大な山城だった。本丸には櫓台が残り、二の丸、三 

の丸には石垣の名残が見られる。また、主郭部から北西 

の「釣井の壇」には井戸も現存する。 

元就が一生をかけ、さらに孫の輝元 

の時代まで修築・拡張が続けられた 

大城郭だが、関ヶ原の戦いの後に廃 

城となってしまった。 

ます。 
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